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はじめに

「伊澤ヱイに関する研究(I)」では，教育者としてのヱイとダンスの基本的原理を追究する研

究者としてのヱイについて述べられていた。また「伊澤ヱイに関する研究(Il）」では，欧州留学

（昭和 3年11月～昭和4年 3月）における研修・活動を詳らかにすることによってヱイのダン

ス理念確立の基点となるべき手がかりを得た。一方，帰国後のヱイは意欲的にダンス作品の創

作を行い，昭和6年～昭和39年の33年間に260余の作品を創り，残している。当然のことなが

ら，これらの作品の中には欧州留学における，研修の成果が何らかの形となって提示されてい

るものと考えられる。そこで本稿は， 「伊澤ヱイに関する研究(3)」としてヱイのダンス作品に

注目してみた。まず渡欧前の作品と帰国後の作品の傾向を動作分析によって調査し，両者の比

較を試みる，更にその結果と留学中の研修活動との間にどのような関連性があるのか，探って

みようとするものである。

方 法

1. 対象作品の選定

「伊澤ヱイに関する研究(I)」における作品一覧1)に基づき，以下の 6作品を研究対象とした。

これによると，渡欧前の作品としては下記の 3作品が載げられている。また，帰国後の作品は

260余にのぼるが本研究では，帰国直後の 3作品を取り上げた。

•渡欧前の作品

「胡 蝶」 大正15年3月 (288呼間）

「二羽の蝶」 昭和 2年2月 (192呼間）

「遊びましょう」 昭和 2年10月 (128呼間）

・帰国後の作品

「モルゲンロート」 昭和 6年1月 (112呼間）

「フレンチマーチ」 昭和 6年1月 (320呼間）

「蝶のたわむれ」 昭和 6年1月 (176呼間）

カッコ内の数字は実動呼間数で，渡欧前の作品と帰国後の作品それぞれの・トータルは608呼

間と，同一である。
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2. 略図と舞踊符による動きの分析

伊澤ヱイ著「体育ダンス」（昭和 6年1月31日）における作品解説をもとに，対象となる 6

作品の動きを略図化し，それに舞踊符を同時進行させて，作品全体の流れを把握する。略図及

び舞踊符の取り扱いについては，田川典子・高橋繁美著「図説ダンスの基本運動」（昭和58年

7月5日）の凡例2)に則り，進行させる。（図 1～図 46参照）

3. 動きの分類

(1) 2で明らかになった個々の動きについてその主たる運動要素は何であるかを基本運動の

観点から見極め，その運動別に分類する。分類及び基本運動の設定については， 「図説ダンス

の基本運動」に則る。ただし，便宜上基本運動の内容を細分化し，通し記号を付け表 1のよう

にする。以後，表 1の通し記号を基本運動名の代わりとする。 （表 1参照）

表 1 基本運動分類表

I 緊張・解緊
(a)緊張

(b)解緊

(c) 山型•水平・舟底型移動

(d)歩（ウォーキング）

(e)走（ランニング）

II 重心移動 (f)跳躍（ジャンプ）

(g) 各種ステップ

(h)平均（バランス）

(i)倒

m 振 動 (j)振動（振る）

N 弾 性 (k) 弾性（弾む）

V 蛇 動 (1)蛇動（動揺）

その他
(m) ポーズ

M 
(n)手拍子

(2) 基本運動別に分類されたものが，それぞれの作品の中でどのような展開をしているのか

みるために，その運動と呼間数を作品の流れに沿って帯状に図表化する。（表 2～表 7参照）

4. 基本運動の使用頻度調査

(1) 作品別にみる使用頻度

一つの基本運動が，一つの作品中に使われている頻度をみるために，その運動毎に実動呼間

数をトータルし，作品別の表とする。 （表 8'表 9参照）

(2) (1)の表より渡欧前の作品と帰国後の作品をそれぞれトータルし，比較表とする。（表

10参照）

5. 基本運動別比較グラフ

4 -(2)の表 8, 9をバーセンテージに換算して (608呼間を 100％とする）渡欧前と帰国後

を比較するグラフを作成する。 （グラフ 1参照）



62 富 JII 知 加 田 JII 典 子

図 1 「胡蝶」
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表 4 遊びましょう (128呼間）
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表 7 蝶のたわむれ (176呼間）
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表 8 渡欧前の作品 表 9 帰国後の作品
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表 10 作品比較表 グラフ 1

は 渡欧前(9'o)帰国後（％）
a 0(0) 30( 5) 
I 
18(3) 44(7) b 

C 108(18) 20(3) 

d 82(13) 64(11) 

e 44(7) 20(3) 

rr f 108(18) 8(1. 7) 

g 24(4) 32(5) 

h 12(2) 2(0.3) 

i 40(6.5) 20(3) 

m j 36(5.5) 222(37) 

N k 6(1) 32(5) 

V 1 0(0) 44(7) 

VI 
m 102(17) 70(12) 

n 28(5) 0(0) 

Total 608(100) 608(100) 

結果と考察
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+ 30 

+ 26 

- 88 

- 18 

- 24 

-100 

十 8 

- 10 

- 20 

+ 186 

+ 26 

+ 44 

- 32 

- 28 

------

10g i ; 
← 50 

40 

30 

図1～図25及び表 2～表 4'表8より，渡欧前の作品傾向を推察することができる。まず著

しく多くみられる動きとして，①重心の山型•水平・舟底型移動 108 / 608呼間と，①跳躍

108 / 608呼間，⑯ポーズ 102/ 608呼間があげられる。また，著しく少ない動きとしては，

＠緊張 0/608呼間，R弾性 0/608呼間，①蛇動 6/608呼間があげられる。以上のことが

らと図 1～図25とを合わせてみてみると，渡欧前の作品傾向として考えられることは，ポーズ

（静止）したり，強いアクセントの跳躍や一定のリズムの中でくり返される重心の移動などに

よる，断続する動きのリズムが中心となる構成であることが窺える。同様に図 26～図 47,表

5～表 7'表9より帰国後の作品傾向をみてみると，まず，目立って多くみられる動きとして

①振動 222/608呼間があげられる。また，＠緊張30/608呼間，⑥解緊44/608呼間，⑥各

種ステップ32/608呼間，R弾性32/608呼間，①蛇動44/608呼間など，これらの動きがほ

ぼ乎均的に使用されていることも特徴的なことがらと言えよう。一方，著しく少ない動きとし

ては，⑤手拍子 0/608呼間，R平均（バランス） 2/608呼間，R跳躍8/608呼間があげ

られる。以上のようなことより，帰国後の作品の傾向としては，振動運動を中心とし，緊張・

解緊・弾性・蛇動・各種ステップなどから成るリズミカルで多様な動きのリズムと流れを持つ

ものが考えられる。

次に表10より渡欧前の作品と帰国後の作品を比較し，特に帰国後の作品の特徴を探ってみる。

まず帰国後の作品で著しく増大した運動としては，①振動(+186)，次いで①蛇動 (+44),
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④緊張 (+30)，⑮弾性 (+26)，⑥解緊 (+26)となっている。著しく減少したものとして

は，①跳躍(-100)，次いで応）重心の山型・水乎・舟底型移動 (-88),＠)ボーズ (-32)

があげられる。これらのことは，前述の作品傾向と類似していることを示しているが，言い換

えれぱ，＜ I>緊張・解緊，＜m＞振動，＜N＞弾性，＜v＞蛇動などの基本運動要素が，帰
国後の作品にはっきり打ち出されているということが言える。

次に，これまでの結果と，ヱイの留学研修との関連性について考えてみる。留学中のヱイの

研修活動については「伊澤ヱイに関する研究(Il)」3)において明らかにされているが，先の結果

と深いつながりが考えられる研修としては，ボーデの自然体操があげられる。ヱイは留学中に

ボーデの体操実施コースとボーデの書物解説特別指導を受けている。そしてその体操実施コー

スの練習内容として， 1.解緊練習， 2．振動練習， 3．緊張練習， 4．反衡（抵抗）練習， 5．表現練

習があげられていた。また大変意欲的にボーデの自然体操理念体得に取り組み，ヱイ自身も

「ボーデの自然体操が，全部の根本になっている。」 4)と述懐していることからも，多大な影響

下にあったことが推察できる。

おわりに

本研究は，伊澤ヱイのダンス作品の動きに焦点を搾って進めてきたが，帰国後の作品「蝶の

たわむれ」には最後に注意として以下のようなことがらが書かれていた。 「此のダンスは蝶が

集まっては離れ，離れては集まる気持ちを表し円線上を始終相手に留意しもつれもつれて行進

するのであります。」 5)ここで初めて，表現に関する解説がなされている。今後引きつづき作品

読解を進めるに当たり，動きの分析に加えて表現内容についても触れてみたいと考える。
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The current investigation intended to determine the effect of Ei Izawa's 

study in Europe especially on her dance performances. For this purpose, her 

performances before and after study abroad, three each, were reviewed and 

evaluated-These performances were made available for visual understanding by 

use of charts and dance notes so that the total picture would be grasped. 

Each movement, then, was classified from the viewpoint of fundamental move -

ment, and was examined. 

The dance performances before her study abroad were found to have 

movements with di scontinous rhythms which consisted of poses, jumps with 

strong accents, locomotive moves that are repeated within a constant rhythm-

After reterning to Japan, the dance performances were found to center around 

swinging moves which consisted of tension, relaxation, snake movements, 

ballistic moves and steps, and it had succession of various rhythmic moves. 

The most significant influence Izawa's dance performances received from 

her study abroad was considered to be Bode's natural gymnastics- In her 

post -study abroad performances, fundamental body movements were significantly 

observed. She studied such movements in the gymnastic activity course, like 

swinging, tension and relaxation practices- Izawa herself once mentioned that 

Bode's natural gymnastics was the general foundation- From such comments, 

1 t was suspected that she was quite eager in learning Bode's principles of 

natural gymnastics-

Further development in such visualization of her dance performances would 

provide overview of Izawa's dances and its changes in time course-




